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土
山
駅
を
南
に
降
り
る
と
、

よ
く
見
え
る
場
所
に
時
計
付
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
横
の
空

き
地
に
町
木
「
松
」
の
植
樹
を
。

ま
た
秋
に
は
町
花
の
菊
花
展

を
開
催
し
て
、
全
国
に
レ
ー
ル

で
繋
が
る
播
磨
町
の
玄
関
口
に

相
応

ふ
さ
わ

し
く
す
べ
き
で
は
。

現
在
、
植
樹
さ
れ
て
い
る
の

は
欅

け
や
き
で
す
。
な
ぜ
欅
な
の
か
、

ぜ
ひ
町
木
の
植
樹
を
。

当
初
、
駅
前
広
場
の
修
景
施

設
計
画
の
な
か
で
播
磨
町
ら
し

さ
と
し
て
町
民
が
誇
れ
る
国
指

定
史
跡
で
あ
る
「
大
中
遺
跡
」

を
全
面
に
押
し
出
し
、
修
景
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。

樹
形
が
美
し
い
こ
と
、
管
理

の
し
や
す
さ
な
ど
か
ら
樹
種
と

し
て
欅
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

駅
周
辺
、
ロ
ー
タ
リ
ー
、
歩

道
、
植
込
み
付
近
に
ゴ
ミ
の
ポ

イ
捨
て
が
多
く
困
っ
て
お
り
、

近
隣
の
新
池
自
治
会
が
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
展
開
し
て
い
る
。
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
毎
月
、
巡
回

中
は
ゴ
ミ
袋
を
片
手
に
周
辺
の

美
化
を
兼
ね
て
お
り
ま
す
。

８
月
に
実
施
し
た
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
参
加
者
49
人
で
清
掃
意

識
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

当
日
の
成
果
は
「
空
き
缶
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
煙
草
の
吸

殻
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
・
雑
草
・
生

ゴ
ミ
入
り
２
袋
な
ど
」
ゴ
ミ
袋

が
７
袋
あ
り
ま
し
た
。

周
辺
を
美
し
く
保
つ
た
め「
ポ

イ
捨
て
禁
止
の
看
板
」
設
置
を
。

最
初
に
新
池
自
治
会
の
皆
様

方
に
は
「
土
山
駅
」
周
辺
の
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ポ
イ
捨
て
防
止
に
は
一
人
ひ

と
り
の
モ
ラ
ル
を
向
上
す
る
以

外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
住
民

の
皆
様
方
に
よ
り
継
続
し
て
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
気
運

を
高
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

看
板
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

不
交
付
団
体
に
な
っ
た
が
、

住
民
に
と
っ
て
の
デ
メ
リ
ッ
ト
、

ま
た
次
年
度
以
降
の
見
通
し
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
す
。

法
人
税
割
が
16
・
５
％
増
加

し
た
こ
と
が
特
殊
要
因
。
交
付

税
の
算
定
か
ら
出
て
く
る
「
財

政
力
指
数
」
を
基
準
に
一
部
補

助
金
の
取
り
扱
い
が
制
限
さ
れ

る
（
裕
福
と
見
ら
れ
る
）
デ
メ

リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
。

今
後
の
見
込
み
は
、
特
殊
要

因
で
あ
る
法
人
税
割
の
推
移
が

大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
お

り
、
実
際
の
と
こ
ろ
見
込
み
に

く
い
の
が
実
情
で
す
。
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駅
周
辺
か
ら
ゴ
ミ
を

播
磨
町
が
不
交
付
団
体
に

各
自
治
体
で
首
長
の
交
際
費

の
返
還
が
続
い
て
い
る
が
、
こ

れ
は
、
平
成
14
年
12
月
大
阪
高

裁
で
奈
良
県
吉
野
村
村
長
交
際

費
訴
訟
の
判
決
が
、
公
費
か
ら

当
選
祝
い
な
ど
の
支
出
が
違
法

で
あ
る
と
確
定
し
た
こ
と
が
背

景
に
あ
る
。

本
町
も
同
様
の
支
出
が
18
、

19
年
度
で
４
件
、
合
計
12
万
円

あ
る
。
町
の
公
金
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
支
出
が
あ
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
町
長
は
ど
の
よ
う
な
感

想
を
お
持
ち
か
。

ま
た
19
年
度
の
２
件
は
返
還

が
あ
っ
た
が
、
相
手
方
と
の
信

頼
関
係
は
ど
う
か
。

他
行
政
で
は
首
長
自
ら
が
返

還
し
て
い
る
例
が
あ
る
が
、
ご

自
身
が
返
還
を
す
る
考
え
は
な

い
の
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
交
際
費
明

細
表
が
変
更
さ
れ
削
除
さ
れ
て

い
る
が
、
19
年
度
決
算
処
理
で

問
題
は
な
い
の
か
。

交
際
費
の
支
出
は
、
町
の
慶

弔
に
関
す
る
基
準
に
基
づ
き
行

っ
て
い
る
。
当
選
祝
い
を
廃
止

し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
遺
憾
に

思
う
が
、
関
係
深
い
首
長
や
議

員
で
あ
り
今
後
と
も
協
力
し
て

い
く
気
持
ち
の
現
れ
で
す
。

返
還
に
よ
り
信
頼
関
係
は
損

な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

自
身
で
の
返
還
は
考
え
て
い

な
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
削
除
は
、

返
還
が
あ
っ
た
の
で
20
年
７
月

22
日
に
行
い
、
戻
入
は
20
年
度

の
雑
入
と
し
た
の
で
、
問
題
は

な
い
。

平
成
20
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
、
地
方
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
は
、
教
育
委
員
会
の
責
任
の

明
確
化
で
あ
り
、
改
正
に
伴
い
、

本
町
の
教
育
委
員
会
に
よ
る
点

検
、
評
価
、
報
告
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。

学
識
経
験
者
を
有
す
る
者
の

知
見
の
活
用
を
図
る
た
め
、
外

部
評
価
委
員
会
を
設
置
す
る
考

え
は
な
い
か
。

ま
た
、
教
育
に
つ
い
て
数
値

目
標
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

現
在
実
施
し
て
い
る
決
算
成

果
報
告
書
の
活
用
を
検
討
し
な

が
ら
、
学
識
経
験
者
の
意
見
を

踏
ま
え
、
点
検
及
び
評
価
を
行

う
予
定
で
す
。
外
部
評
価
委
員

会
の
設
置
も
検
討
す
る
。

数
値
化
で
き
に
く
い
教
育
の

本
質
的
な
部
分
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
成
果
を
検
証
す
る
手
段
の

一
つ
と
し
て
数
値
目
標
を
活
用

し
効
率
的
な
教
育
行
政
を
進
め

る
。

▲4月9日、23日分がホームページから消除

町長交際費の一部について
答弁＝社会通念上儀礼範囲である

住
民
ク
ラ
ブ

小
西
　
茂
行

答
弁
＝
松
田
教
育
長

外
部
評
価
委
員
会
の
設
置
検
討

答
弁
＝
清
水
町
長

教
育
行
政
の
推
進
は


